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四

○
告
　
　
　
　
　
示

大
分
県
告
示
第
二
百
九
十
五
号

　

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
大
規
模
小
売
店
舗
の
届
出
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

届
出
の
概
要

　

１　

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　
　

Ｄ
―
ｐ
ｌ
ａ
ｚ
ａ

　
　
　
　

大
分
市
大
字
勢
家
千
百
三
十
七
番
地　

外

　

２　

届
出
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

毎
週　

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）　

発
行
人　

大　

分　

県　
　

編
集　

九
州
凸
版
印
刷
株
式
会
社　
　

（
定
価　

一
箇
年　

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

　
　
　

大
分
交
通
株
式
会
社

　
　
　
　

代
表
取
締
役　

杉　

原　

正　

晴

　
　
　
　
　

大
分
市
大
字
勢
家
字
芦
崎
千
百
三
番
三

　

３　

変
更
し
た
事
項

　
　
　

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て

　
　

は
代
表
者
の
氏
名

　
　
　

変
更
前　

株
式
会
社
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役
社
長　

大　

原　

孝　

治

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
目
黒
区
青
葉
台
二
丁
目
十
九
番
十
号

　
　
　
　
　
　
　

外
二
者

　
　
　

変
更
後　

株
式
会
社
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役
社
長　

吉　

田　

直　

樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
目
黒
区
青
葉
台
二
丁
目
十
九
番
十
号

　
　
　
　
　
　
　

外
二
者

　

４　

変
更
の
年
月
日

　
　
　

令
和
元
年
九
月
二
十
五
日

二　

届
出
年
月
日

　
　

令
和
元
年
十
月
二
十
九
日

三　

関
係
書
類
の
縦
覧

　

１　

縦
覧
期
間

　
　
　

令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
二
十
三
日
ま
で

　

２　

縦
覧
場
所

　
　
　

大
分
県
商
工
観
光
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
振
興
課

四　

そ
の
他

　
 　

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
二
年
三

月
二
十
三
日
ま
で
に
意
見
の
内
容
及
び
そ
の
理
由
並
び
に
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地
（
以
下

「
氏
名
等
」
と
い
う
。
）
を
記
載
し
た
意
見
書
を
大
分
県
商
工
観
光
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
振
興
課

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

 　

な
お
、
法
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
縦
覧
に
お
い
て
、
氏
名
等
の
縦
覧
を
希
望
し
な
い
者

は
、
そ
の
旨
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
二
百
九
十
六
号

一



令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日

二

大
分
県
報
（
告
示
）

　

土
地
改
良
法
施
行
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
六
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の

効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
耕
地
整
理
法
（
明
治
四
十
二
年
法
律
第
三
十
号
）
第
七
十
三
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
り
、
細
耕
地
整
理
組
合
の
組
合
長
臨
時
代
理
者
と
し
て
次
の
者
を
指
定
し
た
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

氏　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

伊　

東　

龒　

一

大
分
市
大
字
細
一
一
九
番
地　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
二
百
九
十
七
号

　

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
地

籍
調
査
の
成
果
を
認
証
し
た
。　

　
　

令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

調
査
を
行
っ

た
者
の
名
称

調
査
を
行
っ
た
期
間

成
果
の
名
称

調
査
を
行
っ
た
地
域

認
証
年
月
日

大

分

市

平
二
九
・
四
・
三
か

ら
平
三
一
・
三
・
一

三
ま
で

大
分
市
新
川
町
一
丁

目
の
地
籍
図
及
び
地

籍
簿

大
分
市
新
川
町
一
丁

目

令
元
・
一
一
・　

六

別

府

市

平
二
八
・
六
・
二
か

ら
平
三
〇
・
一
二
・

一
二
ま
で

別
府
市
大
字
鶴
見
の

一
部
の
地
籍
図
及
び

地
籍
簿

別
府
市
大
字
鶴
見
の

一
部

令
元
・
一
一
・　

六

竹

田

市

平
二
六
・
一
二
・
二

〇
か
ら
平
二
九
・
七

・
二
六
ま
で

竹
田
市
大
字
次
倉
の

一
部
の
地
籍
図
及
び

地
籍
簿

竹
田
市
大
字
次
倉
の

一
部

令
元
・
一
一
・　

六

竹

田

市

平
二
六
・
一
二
・
二

〇
か
ら
平
二
九
・
七

・
二
六
ま
で

竹
田
市
荻
町
恵
良
原

及
び
西
福
寺
の
各
一

部
の
地
籍
図
及
び
地

籍
簿

竹
田
市
荻
町
恵
良
原

及
び
西
福
寺
の
各
一

部

令
元
・
一
一
・　

六

杵

築

市

平
二
九
・
二
・
七
か

ら
平
三
一
・
二
・
二

杵
築
市
大
字
大
内
の

一
部
の
地
籍
図
及
び

杵
築
市
大
字
大
内
の

一
部

令
元
・
一
一
・　

六

〇
ま
で

地
籍
簿

杵

築

市

平
二
九
・
二
・
七
か

ら
平
三
一
・
三
・
八

ま
で

杵
築
市
大
字
奈
多
の

一
部
の
地
籍
図
及
び

地
籍
簿

杵
築
市
大
字
奈
多
の

一
部

令
元
・
一
一
・　

六

杵

築

市

平
二
九
・
七
・
二
〇

か
ら
平
三
一
・
三
・

八
ま
で

杵
築
市
大
字
奈
多
の

一
部
の
地
籍
図
及
び

地
籍
簿

杵
築
市
大
字
奈
多
の

一
部

令
元
・
一
一
・　

六

杵

築

市

平
二
九
・
二
・
七
か

ら
平
三
一
・
三
・
八

ま
で

杵
築
市
山
香
町
大
字

日
指
の
一
部
の
地
籍

図
及
び
地
籍
簿

杵
築
市
山
香
町
大
字

日
指
の
一
部

令
元
・
一
一
・　

六

豊
後
大
野
市

平
二
九
・
六
・
二
九

か
ら
平
三
一
・
三
・

一
二
ま
で

豊
後
大
野
市
朝
地
町

大
字
綿
田
の
一
部
の

地
籍
図
及
び
地
籍
簿

豊
後
大
野
市
朝
地
町

大
字
綿
田
の
一
部

令
元
・
一
一
・　

六

豊
後
大
野
市

平
二
九
・
四
・
一
か

ら
平
三
〇
・
一
〇
・

二
三
ま
で

豊
後
大
野
市
千
歳
町

下
山
の
一
部
の
地
籍

図
及
び
地
籍
簿

豊
後
大
野
市
千
歳
町

下
山
の
一
部

令
元
・
一
一
・　

六

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
二
百
九
十
八
号

　

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
第
百
八
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
百
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
審
査
し
た
結
果
、
次
の
加
入
区
の
区
域
及
び
区
分
に
係
る
特

定
第
二
号
漁
業
者
の
同
意
は
、
同
法
第
百
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
と
認
め
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

加
入
区
の
名
称

　
　

武
蔵
第
一
加
入
区

二　

加
入
区
の
区
域

　
　

大
分
県
漁
業
協
同
組
合
の
地
区
の
う
ち
旧
武
蔵
町
漁
業
協
同
組
合
の
地
区

三　

加
入
区
の
区
分

　
　

漁
業
災
害
補
償
法
第
百
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業
の
う
ち
ご
ち
網
漁
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
二
百
九
十
九
号

　

国
際
航
海
船
舶
及
び
国
際
港
湾
施
設
の
保
安
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
三
十
一



令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日

大
分
県
報
（
告
示
・
公
告
）

号
）
第
二
十
九
条
及
び
第
三
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
重
要
国
際
埠
頭
施
設
及
び
国
際
水
域

施
設
の
保
安
の
確
保
の
た
め
に
制
限
区
域
を
設
定
す
る
。

　

な
お
、
制
限
区
域
の
位
置
を
示
し
た
図
面
は
、
大
分
県
土
木
建
築
部
港
湾
課
及
び
中
津
土
木
事
務
所
に
備

え
置
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

制
限
区
域
を
設
定
す
る
年
月
日

　
　

令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日

二　

重
要
国
際
埠
頭
施
設
及
び
国
際
水
域
施
設
の
保
安
の
確
保
の
た
め
に
制
限
区
域
を
設
定
す
る
港

　
　

中
津
港

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
三
百
号

　

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

指
定
区

域
の
名

称

所　
　
　
　
　
　
　

在　
　
　
　
　
　
　

地

市
町
村

大　

字

字

地　
　
　
　
　
　
　

番

西
２

九
重
町

後
野
上

乙

二
二
三
番
の
一
部
（
標
柱
一
号
か
ら
四
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線

の
西
側
の
部
分
）
、
二
二
四
番
か
ら
二
二
七
番
ま
で
、
二
二
八
番

一
の
一
部
（
標
柱
三
号
か
ら
五
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
の
西
側

の
部
分
）
、
二
四
一
番
の
一
部
（
標
柱
四
号
と
五
号
を
結
ん
だ
線

の
北
側
の
部
分
）
、
二
四
四
番
、
二
四
七
番
一
か
ら
二
四
七
番
三

ま
で
、
二
四
八
番
か
ら
二
五
一
番
ま
で
、
二
五
二
番
一
、
二
五
二

番
三
、
二
五
二
番
四
、
二
五
三
番
、
二
五
四
番
一
、
二
五
四
番

二
、
二
五
六
番
一
、
二
五
六
番
二
、
二
五
八
番
、
二
六
五
番
の

一
部
（
標
柱
九
号
、
六
号
及
び
七
号
を
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部

分
）
、
二
七
二
番
一
、
二
七
三
番
の
一
部
（
標
柱
八
号
と
九
号
を

結
ん
だ
線
の
北
側
の
部
分
）
、
二
七
四
番
、
二
七
九
番
一
の
一
部

（
標
柱
八
号
、
九
号
及
び
六
号
を
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）
及

び
二
八
〇
番
の
一
部
（
標
柱
八
号
と
九
号
を
結
ん
だ
線
の
北
側
の

部
分
）

日
足

宇
佐
市

日
足

岡
田

一
一
五
六
番
の
一
部
（
標
柱
四
号
か
ら
六
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ

高
松

芝
原

線
の
東
側
の
部
分
）
、
一
一
五
七
番
の
一
部
（
標
柱
四
号
と
五
号

を
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）
、
一
一
五
八
番
の
一
部
（
標
柱
三

号
か
ら
五
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）
、
一
一

五
九
番
の
一
部
（
標
柱
五
号
と
六
号
を
結
ん
だ
線
の
南
側
の
部

分
）
、
一
一
六
〇
番
の
一
部
（
標
柱
五
号
か
ら
七
号
ま
で
を
順
次

結
ん
だ
線
の
南
側
の
部
分
）
、
一
一
六
一
番
か
ら
一
一
六
四
番
ま

で
、
一
一
六
五
番
の
一
部
（
標
柱
七
号
と
八
号
を
結
ん
だ
線
の
西

側
の
部
分
）
及
び
一
一
六
六
番
の
一
部
（
標
柱
六
号
か
ら
八
号
ま

で
を
順
次
結
ん
だ
線
の
西
側
の
部
分
）

一
一
六
九
番
の
一
部
（
標
柱
七
号
と
八
号
を
結
ん
だ
線
の
西
側
の

部
分
）
、
一
一
七
〇
番
か
ら
一
一
七
三
番
ま
で
、
一
一
七
四
番
の

一
部
（
標
柱
七
号
と
八
号
を
結
ん
だ
線
の
西
側
の
部
分
）
、
一
一

七
五
番
の
一
部
（
標
柱
八
号
と
九
号
を
結
ん
だ
線
の
西
側
の
部

分
）
、
一
一
七
六
番
、
一
一
七
七
番
の
一
部
（
標
柱
八
号
と
九
号

を
結
ん
だ
線
の
西
側
の
部
分
）
、
一
一
七
八
番
の
一
部
（
標
柱
八

号
と
九
号
を
結
ん
だ
線
の
西
側
の
部
分
）
、
一
一
七
九
番
一
、
一

一
七
九
番
二
、
一
一
八
〇
番
、
一
一
八
一
番
の
一
部
（
標
柱
二
号

か
ら
四
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）
、
一
一
八
二

番
の
一
部
（
標
柱
三
号
と
四
号
を
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）
及

び
一
二
〇
〇
番
の
一
部
（
標
柱
二
号
と
三
号
を
結
ん
だ
線
の
東
側

の
部
分
）

一
二
〇
三
番
の
一
部
（
標
柱
一
号
と
二
号
を
結
ん
だ
線
の
北
側
の

部
分
）
、
一
二
〇
四
番
一
の
一
部
（
標
柱
一
号
と
二
号
を
結
ん
だ

線
の
北
側
の
部
分
）
及
び
一
二
〇
四
番
二

こ
れ
ら
の
土
地
に
伴
う
国
有
地
等
無
番
地
の
全
部

○
公
　
　
　
　
　
告

　

次
の
と
お
り
契
約
者
等
に
つ
い
て
公
示
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日

　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

随
意
契
約
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

　
　

大
分
県
行
政
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア　

一
式

二　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　

大
分
県
商
工
観
光
労
働
部
情
報
政
策
課

三



令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日

四

大
分
県
報
（
公
告
）

　
　

大
分
市
大
手
町
三
丁
目
一
番
一
号

三　

随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

　
　

令
和
元
年
九
月
三
十
日

四　

随
意
契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

　
　

ケ
ー
プ
レ
ッ
ク
ス
・
イ
ン
ク　

代
表
取
締
役　

及　

川　

一　

成

　
　

東
京
都
新
宿
区
内
藤
町
一
―
十
一　

内
藤
町
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
七
Ｆ

五　

随
意
契
約
に
係
る
契
約
金
額

　
　

三
千
百
三
十
二
万
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
相
当
額
を
含
む
。
）

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

　
　

随
意
契
約

七　

随
意
契
約
の
理
由

　

 　

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三

百
七
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
六
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
清
算
法
人
上
野
土
地
改
良
区
（
豊
後
高
田
市
）
か
ら
、
退
任
し
た
清
算

人
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

氏　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

河　

野　

俊　

一

豊
後
高
田
市
田
染
真
中
一
三
二
六
番
地

藤　

本　

弘　

治

　
　

〃　
　

田
染
真
木
一
六
二
七
番
地
四

石　

垣　

納　

康

　
　

〃　
　

田
染
上
野
五
四
七
番
地

瀬　

口　

庄　

司

　
　

〃　
　

田
染
上
野
二
七
五
番
地

田　

邉　

秀　

春

　
　

〃　
　

田
染
上
野
七
六
六
番
地

岩　

田　

好　

美

　
　

〃　
　

田
染
相
原
九
三
八
番
地
一

安　

藤　

浩　

之

　
　

〃　
　

田
染
上
野
五
七
七
番
地
一


